
4

そうじゃ  議会だより

5

部
水
漏
れ
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

も
認
識
し
て
い
る
の
で
、
今
後
、

県
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。	

（
市
長
）

で
実
施
す
る
。
地
区
外
で
も
希
望

が
あ
れ
ば
、
定
員
内
で
入
園
可
能

と
し
た
い
。
ま
た
、
平
成
23
年
度

に
は
新
し
い
保
育
園
（
定
員
80
～

90
名
）
を
設
置
す
る
。	

（
市
長
）

秦
小
学
校
の

駐
車
場
問
題
に
つ
い
て

問

秦
小
学
校
の
駐
車
場
を
設

置
す
る
た
め
、
北
側
の
池
を
埋
め

立
て
て
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

答

秦
小
学
校
行
事
の
都
度
、

沿
道
に
車
が
ひ
し
め
き
合
う
現
状

を
理
解
し
て
い
る
し
、
大
池
に
一

待
機
児
童
に
つ
い
て

問

現
在
、
待
機
児
童
が
何
名

い
る
の
か
。
ま
た
、
総
社
北
と
山

手
の
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
の
定

員
は
何
名
か
。
そ
し
て
、
地
区
外

で
も
入
園
は
可
能
か
。

答

４
月
１
日
か
ら
待
機
児
童

（
現
時
点
45
名
程
度
）
解
消
に
向

け
て
預
か
り
保
育
を
行
う
。
山
手

及
び
総
社
北
幼
稚
園
の
空
き
教
室

を
利
用
し
、
４
歳
児
・
５
歳
児
を

対
象
に
定
員
20
名
で
午
後
４
時
ま

〈〈

小

西

義

已
〉〉

に
実
施
し
て
ほ
し
い
。

答

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階

の
喫
煙
場
所
は
廃
止
す
べ
き
。
庁

舎
内
は
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
き
た

い
。	

（
市
長
）

　
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
市
内

全
て
の
幼
稚
園
、
小
中
学
校
は
敷

地
内
全
面
禁
煙
と
い
う
こ
と
で
校

長
会
と
話
を
し
て
い
き
た
い
。	

	

（
教
育
長
）

話
を
し
て
い
な
い
。
早
急
に
協
議

し
、
岡
山
市
の
考
え
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。	

（
市
長
）

吉
備
路
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

問

吉
備
路
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い

て
、
人
員
配
置
、
連
絡
・
輸
送
・

救
護
体
制
、
駐
車
場
の
問
題
点
は

ど
う
か
。
今
後
、
こ
れ
以
上
参
加

者
を
増
や
す
こ
と
は
、
大
会
運
営

上
危
険
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

私
自
身
あ
ま
り
に
人
数
に

こ
だ
わ
り
す
ぎ
た
こ
と
を
反
省
し

て
い
る
。
し
か
し
、
１
万
人
を
超

え
て
迎
え
入
れ
る
た
め
に
は
ど
こ

禁
煙
と
他
施
設
の
禁
煙
を
、
市
職

員
の
健
康
、
市
民
の
健
康
の
た
め

吉
備
線
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
に
つ
い
て

問

岡
山
市
は
米
倉
津
島
線
吉

備
線
工
区
を
平
成
22
年
度
に
平
面

交
差
す
る
こ
と
を
公
表
し
た
。
こ

れ
は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
と
考
え
る
が
、
吉
備
線
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど

う
か
。

答

岡
山
市
は
平
成
22
年
度
の

予
算
に
駅
の
ホ
ー
ム
の
改
修
、
車

両
の
購
入
費
、
関
西
高
校
の
南
北

線
の
平
面
交
差
の
予
算
を
つ
け
た

と
の
こ
と
だ
が
、
岡
山
市
と
私
は

〈〈

村

木

理

英
〉〉

生
活
保
護
者
増
加
に
伴
う
市

の
対
応
に
つ
い
て

問

派
遣
切
り
に
よ
る
生
活
保

護
者
の
増
加
に
、
現
状
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
３
人
で
は
自
立
支
援
等

の
き
め
細
や
か
な
対
応
が
で
き
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答

社
会
福
祉
法
第
16
条
に
よ

り
現
状
の
３
人
は
規
定
ど
お
り
で

あ
る
。
福
祉
課
の
中
で
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
、
事
務
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

考
え
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
本
来

あ
る
べ
き
仕
事
を
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
き
た
い
。	

（
市
長
）

受
動
喫
煙
対
策
に
つ
い
て

問

庁
舎
内
、
敷
地
内
の
全
面

吉
備
路
マ
ラ
ソ
ン
の
今
後
の

取
り
組
み
と
対
応
に
つ
い
て

問

吉
備
路
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加

者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
、
お
も

て
な
し
の
店
の
拡
大
と
民
泊
（
お

も
て
な
し
の
宿
）
を
実
施
し
た
ら

ど
う
か
。

答

今
回
の
反
省
点
を
洗
い
出

し
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
来
年
に
向
け
て
段

取
り
と
受
け
入
れ
体
制
を
完
備
し

て
い
き
た
い
。
お
も
て
な
し
の
宿

は
、
非
常
に
良
い
ア
イ
デ
ア
だ
と

思
う
。
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
駆
使

し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

	

（
市
長
）

〈〈

小

西

利

一
〉〉

を
改
良
し
た
ら
よ
い
の
か
、
ぎ
り

ぎ
り
の
英
知
を
絞
っ
て
や
ろ
う
と

思
え
ば
で
き
る
と
思
う
。
い
ま
総

社
に
一
番
欠
け
て
い
る
の
は
、
や

る
気
、
熱
気
、
活
気
と
か
こ
れ
を

一
生
懸
命
や
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
今
後
は
、
危
険
な
部
分
を
な

く
し
て
迎
え
入
れ
る
だ
け
の
も
の

を
用
意
し
、
１
万
人
を
は
る
か
に

超
え
る
大
会
に
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。
安
全
面
に
細
心
の
注
意
を

払
い
、
お
も
て
な
し
を
細
心
に
し

て
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

	

（
市
長
）

発言者 内　　　容

小西　利一 １　吉備路マラソンの今後の取り組みと対応
について

２　生活保護者増加に伴う市の対応について
３　受動喫煙対策について
４　特別支援学校の誘致について
５　ユニチカ跡地の利用について

村木　理英 １　吉備線ＬＲＴ化について
２　交通戦略の作成について
３　吉備路マラソンについて

小西　義已 １　待機児童について
２　秦小学校の駐車場問題について
３　地区防犯灯について
４　金子地区入口の道路拡張について

頓宮美津子 １　がん検診について
２　子どもの医療費について
３　特別支援学校について
４　給食について
５　ごみ袋について

丹下　　茂 １　市長の政治姿勢について
２　福祉問題について
３　消防行政について

難波　正吾 １　子どもの医療費無料化拡充について
２　道路・水路の維持管理、改良について
３　地域経済の活性化について
４　ごみ問題について

西森　頼夫 １　子ども手当について
２　実施計画の策定について
３　人材育成と職員採用について
４　ユニチカ内の土地への企業誘致について
５　農業振興について
６　消防署昭和出張所の建設について

塩見　禎章 １　農業振興地域の一部解除について
２　保育園の待機児童について
３　松林保全対策について
４　体育施設の指定管理者制度移行後の状況
について

秋山　律郎 １　新市合併５年目の節目にあたって
２　倉敷船穂真備総社線建設促進期成会につ
いて

３　そうじゃ吉備路マラソンについて
４　芸術・文化活動の振興について
５　職員の人事異動について

根馬　和子 １　観光行政について
２　健康対策について

大熊　公平 １　市長の政治姿勢について
２　学校給食について

多田　英章 １　福祉行政について
２　昭和地区の防災について

一般質問通告一覧 市政のここが知りたい

市民の声を代弁する
一般質問の掲載について

　3月の定例市議会では、3
月 4日、5日、8日の3日間、
12 人の議員が一般質問を行
いました。なお、詳しい内容
をお知りになりたい方は、市
立図書館などで 3 月定例市
議会会議録（6月上旬発行予
定）をご覧になるか、インター
ネットで検索してください。

　一般質問の記事は、決
められた文字数のなかで、
議員本人が質問・答弁の
原稿を提出し、その内容
に相違がないときは原則
として原文のまま掲載し
ています。
　質問の文章を多くした
り、答弁を詳しく表現し
たりするかは各議員の判
断としています。

一
質
般
問

秦小学校北側の上秦大池。
一部駐車場としての利用を模索


